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人社系副専攻プログラム SDGs セミナー vol. 9 を実施いたしました 

 

九州大学人社系協働研究・教育コモンズが主催します SDGs セミナー vol. 9 を、2025 年 11

月 21 日（金曜日）に開催いたしました。本セミナーでは、株式会社ダイセキ・代表取締役

社長の山本哲也様に「再生から循環へ：資源を活かすビジネスモデルを創造する」というタ

イトルでご講演をいただきました。 

 

 本セミナーには経済学部や工学部、地球社会統合学府など幅広い部局から 24 名の参加登

録がありました。参加学生は現在取り組みが進んでいる持続可能な開発目標、さらには 1960

年代の日本の公害問題発生時の人々の認識についての解説を聞きながら、パラダイムシフ

ト（常識の変化）について理解を深めていました。その後で、今後もパラダイムシフトが起

こり得る社会経済情勢の中で、循環経済が達成された世界での「日本のモノづくり」につい

て発表を行うグループワークを行い、お互いのアイディアの発表を通じて意見交換を楽し

んでいる様子でした。 

 

 

写真①：ダイセキ株式会社 山本様による御講演 
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写真②：講演会の様子 

 

 

写真③：楽しそうにグループワークに取り組む参加学生 
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写真④：グループワークの内容を報告する参加学生 

 

写真⑤：セミナー終了後に山本社長に質問を行う学生達  
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■セミナー参加学生からの感想 

⚫ SDGS がビジネスに繋がることをよく理解できる内容でした。実際、全ての使用した

資材などがリサイクルされ、新たに作られ、とサーキュラーエコノミーが実現した場

合、資源不足の会場だけでなく、ものづくりと深く関わる地域経済の復興にも貢献でき

ると思いました。ただ、そのためには国全体での仕組みづくり、使用資材が新たな資材

になるという認識を作る/無意識のうちにでも実際にそういった行動ができる仕組み

づくりが重要だと考えました。 

⚫ 私自身、幼いころから公害の影響やリサイクル活動を身近で感じてきました。今後、こ

れまで人々が克服して下さった歴史を無駄にせず、環境に、人に、社会に優しい世界の

実現に貢献して行きたいです。 

⚫ SDGs、サーキュラーエコノミーのポイントをふまえた分かりやすい講義があり、その

後のディスカッションで参加学生からの新鮮かつ面白い発表がなされた。 

⚫ パラダイムの転換について、今後社会がどのように変化していってどのような課題が

生まれるのか、そこを考えていくのはとても面白いし今後のビジネスにも繋がるので

はないかと思った。環境は日々変わって行くし、生活とも切り離せないものであるの

で、将来起こりうることを的確に予測するために、様々なところにアンテナを立てたい

と思う。 

⚫ ダイセキという日本で活躍する企業の社長から SDGs への取り組みや今後の日本がど

うなるかといった貴重なお話を聞くことができた。特にサーキュラーエコノミーとい

う概念は今まで知らなかったので、新たな知識の獲得にもつながった。他学部の学生と

も意見交換することで、自分自身の視野も広がり、非常に有意義な時間であった。 

⚫ 利益と環境面での社会貢献が両立しているビジネスモデルがとても稀有なので、その

そのビジネスモデルの実態等を知れる良い機会だった。今後の循環経済へのシフトの

潮流の中でロールモデルとなり得ると感じた。 

⚫ 東証プライム上場企業の代表取締役の方から直接お話を伺える機会は大変貴重である

から。サーキュラーエコノミーの実現に向けて、最前線で取り組んでいる企業の技術に

ついて知ることができて、興味深かった。 

⚫ 循環型経済という比較的ホットなトピックに関して、現状と課題、その未来という点を

分けながらお話ししてくださり、新たな知識を得ることができた。また、グループワー

クもあり、サーキュラーエコノミーに関して、深くかつあらゆる点から理解することが

できた。 

⚫ 本当に面白かったです。お仕事のことを、本当に大好きなんだろうなと思い、発表に心

がこもっていたと思います。 

⚫ 今までのビジネスモデルから、外部不経済を考慮したビジネスモデルを考えていくき

っかけになりました。  
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参考資料：人社系副専攻プログラム SDGs セミナー Vol. 9 ポスター

 

 


